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９月１５日(金)、秋田県教育庁南教育事務所の指導主事

の先生をお招きし、今年度２回目の研究授業を行いました。

今回は、１年２組と４年２組の算数。今年度の北小の授業

研究のテーマは､『“「学び｣の楽しさと大切さ”を子どもた

ちに』です。どちらの授業も､｢学び」の楽しさを子どもた

ちが実感できるよう工夫された授業でした。

１年生の授業では、２つのペットボトルに入った水の量

を比べる活動を行いました｡｢どっちが多いか」だけではな

く､｢どれくらい多いか」を説明するためには、どうすると

よいかをみんなで考え、実際に、同じ大きさのコップに同

じ量ずつ分けてそそぎ、それぞれのコップの数を比べまし

た。そそいだコップを自分たちで写真に撮ってから比べる

など、タブレットを上手に使いながら学習を進めている様

子に指導主事の先生もビックリしていました。

４年生の授業は､｢がい数の使い方と表し方」を学習する

単元の１時間目。２１０３４人を「約２万人」で示したと

き、３２７５６人と３８４１２人は、それぞれどうなるか

を考えました。特に、３８４１２人は「約３万人」なのか

「約４万人」なのか、そう考えた理由も含めて発表し合い

ました。条件によってどちらも正解ですが、より近い数字

を示す場合は､｢約４万人」になることを、みんなで確認す

ることができていました。ノートかタブレットを自分で選

んで、また､｢数直線｣｢位取り表」などこれまで学習した内

容から、考えやすいものを選んで、自分の意見を上手に説

明している様子は、素晴らしかったです。

放課後の先生たちの研修も、初めてタブレットを使って

行いました。子ども一人一人の授業での頑張りの様子を出

し合い、より「学び」の楽しさを子どもたちに実感させる

には、どんな方法があるかについて、話し合いました。

１年２組、４年２組のみなさん、ＳＴ先生、ＯＭ先生、

おつかれさまでした。



本校で３週間の教育実習を行っていた秋田大学３年生のＯＭさん。９月１５日(金)に最終日を迎

えました。主に２年１組での実習でしたが、他の学年の子どもたちからも「絵の上手な先生」と評

判になるくらい多くの子どもたちと積極的に交流してくれ

ました。ＯＭさんは「この３週間で教師になりたいという

気持ちが大きくなりました」と言ってくれました。一方、

夢の実現に向けて頑張っているＯＭさんの姿は、一緒に過

ごした子どもたちにとってもよい刺激になったのではない

でしょうか。お互いにとって有意義な３週間になったよう

です。ＯＭさん、大学に戻ってからも頑張ってください。

北小のみんなが応援しています。

ＯＭさんからの感想とメッセージ
昨年の教育実習とは期間も異なれば、学校の雰囲気もかなり違い、最初のうちは変化に

対応することで精一杯でした。実習期間中は、一人一人の子どもたちのよいところが見つ
けられるように、授業時間だけではなく、休み時間も子どもたちと一緒に過ごすように努
めました。また、実習授業では、「子どもたちの『やりたい！』という気持ちを引き出す」
ということを目標に、道徳科と図工に取り組ませてもらいました。授業方法には、まだま
だ課題がありましたが、一生懸命取り組んでくれる子どもたちのおかげで、昨年の教育実
習のときよりも、声の張りや視線、授業の組み立てなど改善することができました。
横手北小学校の子どもたちとお別れするのは悲しいですが、またどこかでお話できたら

いいなと思います。
授業の準備など大変でしたが、楽しく有意義な３週間になりました。２年１組の子ども

たち、お忙しい中指導してくださったＫＭ先生をはじめ、横手北小学校のみなさん、本当
にありがとうございました。

９月９日(土)、金沢孔城館を会場に「後三年 秋の陣

ｉｎ金澤」が開催されました。そのオープニングを飾っ

たのが子どもたちの「金澤八幡太鼓」です。保育園児の

演奏に続き、

北小の子ども

たちが元気に

演奏を披露してくれました。子どもたちに活躍の場を与

えてくださった地域の方々に感謝するとともに、それに

応えて一生懸命演奏してくれた子どもたちに拍手を送り

たいと思います。


